




























































































































ようになった。実際には、すでに国交正常化前の 1990 年 9 月 15 日に、仁川（韓














































①手品＊<1m>と <2f> で約 40 分／
◎二部：地上曲芸
②小一丁ブランコ＊<3f> か <4m>、ときに<5m>で約 3分
［大きく揺らしたブランコのうえで、アクロバット的な姿勢をとる曲芸］











※韓国人の姉妹<3f>・<9f> が 1 枚 1000 ウォンの下敷きをもって客席内を販
売してまわる















































える。ここでは一例として、2006 年 8 月に慶尚北道奉化郡で行われた公演（午
前 1回目）について、順を追ってみていく。
（※通し記号をつけたのは韓国人で、記号の後ろのｆは女性、ｍは男性をあ
















①手品＊中国女性 1名に補助として中国女性 2名で約 6分（12:34-12:40）
［箱からハンカチを取りだすなどの手品］



























⑪二人ブランコ＊中国男性 1 名と中国女性 1名で約 4分（13:32-13:36）






















も売れていく」などといい、現金手数料 29980 ウォンのところを 30000 ウォ
ンといって販売する
































































前章で紹介したように、1990 年代の公演と 2000 年代の公演との差をみて



















り 20 万ウォンほどを請求しているのに、5000 ウォンずつの手当しか与えて
いないので、利潤は大きかった。ところが、同じように中国人曲芸団を呼ん
できてショーをみせるイベント会社が増え、近年では価格が下がり、300 －
350 万ウォンほどになった。近場では 200 万ウォンのときもある。また回数




















サーカスにとどまっている曲芸師には 30 代が多く、40 代－ 50 代も見受けら
れる。これまで「斜陽産業」として後継者を育ててこなかった責任もあるだ
ろう。あるいは、サーカスへの求心力が落ちたことで、サーカスに入団する
人々の数が減り、後継者を育てたくても育てられなかった韓国サーカス側の
事情もある。先の演目をみても一目瞭然で、1990 年代には一線で働いていた
<4m>は現在ではほとんど曲芸をしない。<8f>＝<ef>も50代に達したため、
負担の少ない曲芸だけにしかでておらず、針金渡りなどは若い <af> などに
任せている。極端に韓国人曲芸師による曲芸が減り、以前であれば、一線の
曲芸師として公演をしていた曲芸師が、すでに曲芸を見守る補佐役にまわっ
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ている。曲芸は中国人、劇場設営や下まわりは韓国人といったように、色分
けが進んできている。しかもそこに、収入のよい下まわり（韓国人）と収入
がよくない曲芸師（中国人）といった構図が絡む。
4. 結び
以上のように、韓国サーカスに、中国人曲芸師が組み込まれたのは、ちょ
うどその時代によるところともいえる。つまり、韓国サーカスの衰退による
曲芸師不足の時期と、国交正常化で得た巨大市場の中国への関心が高まった
時期の重なりである。中国は偶然に雑伎団という優良な曲芸師を「産出」す
る国家でもあった。さらに、距離的にも近い彼らとの間は、両国の賃金格差
で成り立っている。中国人曲芸師は、ある意味で時代の流れに沿った選択と
いえ、それゆえにまだ「韓国サーカス」が命脈を保っているのである。
しかし、スタイルが固定化されつつあった韓国サーカスへの「中国」導入は、
それほど容易でなかったといえる。両国の曲芸師間の対立や待遇問題で、ト
ラブルを抱えてきた。また、半年ごとの更新で、2年までの延長しかビザが
認められない。中国人曲芸師が韓国社会に適応してきた頃に、帰国を強いら
れるのである。したがって、その度ごとにまた韓国社会に慣れていない曲芸
師を受け入れることも、同様のトラブルを繰り返す主原因となった。
ここにみられるトラブルは、ある意味で現代韓国が迎えている外国人労働
者問題と同様な構図をもっている。10 年前まで韓国人の下まわりや曲芸師が
行ってきたことを、中国人曲芸師が代行している現状を、語弊を覚悟してい
えば、今や「3Ｋ」化してきた韓国サーカスに、新たに「外国人労働者」を
引き入れているのと類似している。一見、特殊集団にみえる移動集団（サー
カス）も、まさにホスト社会をそのままに映しだしていたのである。「熟練工」
としての韓国人曲芸師の高齢化も社会の縮図といえる。
最後に、「韓国」的な集団に「中国」的なものが導入されてきた影響につい
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て簡単に述べると、次のようなこともいえるだろう。
韓国／朝鮮におけるサーカスは、一般に日本を経由して入ったとされる。
当初は、朝鮮半島から満州まで広く興行を行い、構成員は日本人、朝鮮人、
満州／中国人と混在した状態であった。それが、韓国／朝鮮の独立解放を迎え、
北朝鮮においては、国家が管理する態勢に徐々に移行する。韓国では、日本
人曲芸師や中国人曲芸師がいたものの、新たに入団する者は韓国人で、徐々
に韓国人だけの集団となっていった。そこに近年になって、また新たに中国
人曲芸師が参入してきたのである。
今日の韓国で、自国のサーカスを紹介するとき、本稿で述べてきたように、
ときに「韓国」サーカスに「中国」が入り込んできたように説明されるかも
しれない。しかし、韓国（朝鮮）にサーカスが入ってきた当初を思えば、実は「国
籍」（しばらくして「日本」に統一されることがあっても）が混在した状況で
あった。それが土着化する過程で「外国」籍が排除されていったにすぎない。
あるいは、それによってサーカスが 1つの娯楽形態として「韓国」社会に根
づいたといえるのだろう。
そのように考えたとき、再び「外国」籍が混在してきた現在、また新たな
ジャンルへとサーカスが踏みだすきっかけになっているといえるかもしれな
い。引き続き、韓国サーカスの第 2ステージを注視していきたい。
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